
( 1 )第 5 1号 能 古 博 物 館 だ よ り

ツバ メの雛  能 古 島渡船場 にて

す に 冬 な さ い 六  録 さ 三 理°
は 季 か れ で 十 季 が れ 十 拝

卜さ 施
｀
五 年 今 目 の

｀
れ 年

王れ し 合 年 一 回 三 種 能 て
L

ヨた ま わ 二 月 二 十 類 古 い を

平成 18年 6月 1日

ヤ
　

揚

客
チ

能
古
島
、
出
含

っ
た
野
鳥
た
ち

日
本
野
鳥
の
会
福
岡
支
部
　
能
古
島
罵
類
調
査
！胡

□

は
じ
め
に

能
古
島
の
野
鳥
に
関
す
る
記
録
は
、

□

確
認
さ
れ
た
野
鳥
た
ち
と

出
会
え
な
か
っ
た
野
島
た
ち

今
回
の
調
査
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た

種
類
は
、
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ

・
ヒ

メ
ウ

・
サ
サ
ゴ
イ

・
オ
シ
ド
リ

・
ヒ
ク

イ
ナ

・
コ
チ
ド
リ

・
ト
ウ
ネ

ン
や
ミ
ユ

ビ
シ
ギ
な
ど
四
種
の
シ
ギ
類
、
ツ
ツ
ド

リ
や
ホ
ト
ト
ギ

ス

・
ヒ
メ

ア

マ
ツ
バ

メ

・
ブ

ッ
ポ
ゥ
ソ
ウ

・
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ

・

コ
ン
ア
カ
ツ
バ
メ
、

コ
マ
ド
リ
な
ど
三

種
の
ツ
グ
ミ
類
、

コ
ヨ
シ
キ
リ
な
ど
ウ

グ
イ
ス
類
三
種
、

ユ
キ
ホ
オ
ジ

ロ
、
野

生
化
し
た
ア
ヒ
ル
や
ソ
ウ
シ
チ

ョ
ウ
な

ど
十
目
十
七
科
二
十
六
種
で
し
た
。　
一

方
、
過
去
に
記
録
さ
れ
な
が
ら
、
今
回

の
調
査
で
は
観
察
で
き
な
か

っ
た
野
鳥

は
、
ミ
ミ
カ
イ
ツ
ブ
リ

・
チ

ュ
ウ
ヒ

・

コ
ア
ジ
サ

ン

・
カ

ン
ム
リ
ウ
ミ

ス
ズ

メ

・
カ

ラ
ス
バ
ト

・
ヨ
タ
カ

・
ヒ
ガ

ラ

・
コ
イ
カ
ル
な
ど
十

一
目
二
十
科
三

十

一
種

に
も
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

能
古
島
を
含
め
た
福
岡
の
自
然
環
境
の

変
化
に
起
因
す
る
の
で
は
な

い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。



能 古 博 物 館 だ よ り 平成 18年 6月 1日 (2)

□

季
節
別
に
み
た
野
鳥
た
ち

年
間
を
通
し
て
毎
月
確
認
さ
れ
た
野
鳥
は
、
ク

ロ

サ
ギ
、
ア
オ
サ
ギ
、
ミ
サ
ゴ
、
ト
ビ
、
ウ
ミ
ネ

コ
、

キ
ジ
バ
ト
、
コ
グ
ラ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ヤ

マ
ガ
ラ
、
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
、
メ
ジ

ロ
、
ホ
オ
ジ

ロ
、

ス
ズ
メ
、

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、

ハ
ン
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、

カ
ワ
ラ
バ
ト

（ド
バ
ト
）
の
十
七
種
で
し
た
。

夏
鳥
は
サ
シ
バ

・

ア
オ
バ
ズ
ク

・
ツ
バ

一

メ

・
ヤ
ブ
サ
メ

・
キ

森

ビ
タ
キ
な
ど
、
冬
鳥

詢
は
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ

描
ブ
リ
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ

や
ウ
ミ
ア
イ
サ
な
ど

ル
の
カ
モ
類
、
セ
グ
ロ

が
カ
モ
メ
・キ
ク
イ
タ

ア
ダ
キ
・ミ
ヤ
マ
ホ
オ

ジ

ロ

・
ア
オ
ジ
な
ど
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
春
や
秋

に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
旅
鳥
と
言
わ
れ
る
野
鳥

は

ハ
チ
ク

マ
、
シ
ロ
チ
ド
リ

・
ハ
マ
シ
ギ
や
ミ
ユ
ビ

シ
ギ
な
ど
の
シ
ギ

・
チ
ド
リ
類
、
キ

マ
ユ
ム
シ
ク
イ

な
ど
、
漂
鳥
と
言
わ
れ
小
規
模
な
渡
り
を
行
う
ミ
ソ

サ
ザ
イ
や
ウ
グ
イ
ス
な
ど
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
西

日
本
で
は
迷
鳥
の
ユ
キ
ホ
オ
ジ

ロ
は
、
冬
に
二
ヶ
月

ほ
ど
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

外
来
種
と
言
わ
れ
る
ア
ヒ
ル
は
夏
と
秋
に
、
カ
ワ

ラ
バ
ト

（ド
バ
ト
）
は
年
間
を
通
し
て
、
最
近
国
内

で
分
布
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
ソ
ウ
シ
チ

ョ
ウ
が
冬
か

ら
春
に
、
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
油
山
で
も
ソ

ウ
シ
チ

ョ
ウ
が
増
え
て
お
り
、
能
古
島
で
は
今
回
初

め
て
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
鳥
の
勢
力
拡
大
は
気

に
な
り
ま
す
。

□

環
境
別
に
み
た
野
鳥
た
ち

☆

陸
域

陸
域
の
代
表
的
な
環
境
は
、
住
宅
地
な
ど
の
集
落
、

照
葉
樹
な
ど
の
森
林
、
田
畑
な
ど
の
農
耕
地
、
上
空

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。　
一
年
を
通
し
て
み
る
と
、
住
宅

地
な
ど
の
集
落
で
は
キ
ジ
バ
ト

・
ツ
バ
メ

・
ジ

ョ
ウ

ビ
タ
キ

・
ス
ズ
メ

・
ハ
ン
ブ
ト
ガ
ラ
ス

・
カ
ワ
ラ
バ

ト

（ド
バ
ト
）
な
ど
、
照
葉
樹
な
ど
の
森
林
で
は
キ

ジ
バ
ト

・
コ
グ
ラ

・
ヒ
ヨ
ド
リ

・
シ
ロ
ハ
ラ

・
ツ
グ

ミ

・
ウ
グ
イ
ス

・
キ
ク
イ
タ
ダ
キ

・
ヤ
マ
ガ
ラ

・
シ

ジ

ュ
ウ
カ
ラ

・
メ
ジ

ロ
な
ど
、
田
畑
な
ど
の
農
耕
地

で
は
モ
ズ

・
ホ
オ
ジ

ロ
類

・
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
空
で
は

ハ
チ
ク

マ
や
ハ

イ
タ
カ
な
ど

の
タ
カ
類

の
渡
り
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

☆

水
域

水
域
を
代
表
す
る
環
境
は
、
沖
合
海
域
や
溜
池
で

す
。
沖
合
海
域
で
は
、
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ

・
ウ

ミ
ア
イ
サ

・
ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ
科
の

一
種
な
ど
が
、
溜

池
で
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
や
カ
モ
類
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

海
岸
で
は
、
シ
ロ
チ
ド
リ

・
ハ
マ
シ
ギ

，
ミ
ユ
ビ

シ
ギ
な
ど
の
シ
ギ

・
チ
ド
リ
類
、
湿
地
で
は
タ
シ
ギ

な
ど
が
、
岩
礁
で
は
ウ
ミ
ウ
、
ク

ロ
サ
ギ
、
セ
グ

ロ

カ
モ
一メ

・
ゥ
ミ
、み

コ
な
ど
の
カ
モ
メ

類
な
ど
が
確
認
さ

れ
ま
一し
た
。
海
岸

の
汀
線
部
、
水
日
、

小
河
川
及
び
そ
の

周
辺
の
森
林
な
ど

で

は

、

ダ

イ

サ

ギ

・
ア
オ
サ
ギ
な

ど
の
サ
ギ
類
、
ミ

サ
ず
や
ト
ビ
な
ど

の
魚
食
性
の
タ
カ
類
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ
な
ど
の
カ
モ
類
、

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

□

貴
重
な
野
鳥
た
ち

確
認
し
た
貴
重
な
種
と
考
え
ら
れ
る
八
目
十
三
科

十
九
種
の
野
鳥
の
う
ち
、
環
境
省
が
絶
滅
の
恐
れ
が

あ
る
と
し
て
レ
ツ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
に
掲
載
し
て
い

る
種
類
の
中
で
は
、
ミ
サ
ゴ

・
ハ
チ
ク

マ

・
オ
オ
タ

カ

・
ハ
イ
タ
カ

・
ハ
ヤ
ブ
サ

・
ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

・
サ

ン
シ
当
ウ
ク
イ
の
七
種
で
す
。
ま
た
、
福
岡
県

レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
種

の
中

で

は
、
カ

ン
ム
リ
カ
イ

ツ
ブ
リ

・
オ
シ
ド
リ

・
サ
シ

バ

■
ヒ
ク
イ
ナ

・
ア
オ
バ
ズ
ク

・
コ
マ
ド
リ

。
キ
ビ

タ
キ

・
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
十
五
種
、
福
岡
市
の
貴
重

生
物
種
の
中
で
は
、
フ
ク

ロ
ウ

・
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
な
ど

の
十
四
種
で
あ
り
、
多
く
の
貴
重
な
野
鳥
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ウ ミネヨ 北 浦海岸にて



能 古 博 物 館 だ よ り 平成 18年 6月 1日(3)第 51号

□

ま
と

め

今
回
の
能
古
島
鳥
類

調

査

の
活

動

を

通

し

て
、
大
き
く
二
つ
の
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
過
去
の
記
録

を
整
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
回
の
記
録
を
含

め
て
年
間
を
通
し
た
鳥

類
相
の
把
握
が

で
き
た

こ
と
で
す
。
も
う

一
つ
は
、
貴
重
な
野
鳥
を
確
認
で

き
た
た
め
多
く
の
人
達
が
野
鳥
を
通
し
て
能
古
島
に

注
目
し
た

こ
と
で
す
。

調
査
の
結
果
か
ら
、
本
島
で
は
多
く
の
野
鳥
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
海
で
隔
て

ら
れ
た
島
と

い
う
環
境
で
あ
る
た
め
、
開
発
な
ど
に

よ
り
自
然
が
改
変
さ
れ
る
と
そ
の
影
響
は
大
き
く
、

比
較
的
簡
単
に
生
息
種
が
減
少
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

最
後

に
、
調
査
は
日

本
野
鳥

の
会
福
岡
支
部

会
員

の
有
志

で
、

の
ベ

七
十
九
名

の
協
力

に
よ

り
実
施
し
ま
し
た
。

こ

の
場
を
借
り
て
協
力
頂

い
た
会
員
に
感
謝
す
る

と
共

に
、　
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え

て
頂

い
た

関
係
者

の
皆
様

に
も
感

謝
致
し
ま
す
。

参
考
鳥
の
生
活

鳥
は
空
を
飛
び
、
地
面
を
走
り
、
水
に
も
ぐ
る
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
技
を
持

っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
節
を
選
ん
で
こ
の
地
球
上
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に

「渡
り
」
と
い
う
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
緊
殖
す
る
為
、
春
に
南
方
か
ら
渡

っ
て
く
る

も
の
を

「夏
鳥
」
、
日
本
よ
り
北
方

で
繁
殖
し
て
秋

か
ら
春
先
に
日
本
で
冬
を
す
ご
す
も
の
を

「冬
鳥
」
、

春
や
秋

に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

「旅
鳥
」
、
小

規
模
な
渡
り
を
行
う

「漂
鳥
」
な
ど
の
区
別
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

渡
り

¨
定
期
的
に
繁
殖
地
と
越
冬
地
な
ど
長
距
離

を
往
復
す
る
移
動
の
こ
と
。

外
来
種

（移
入
種
と
も

い
う
）

中
一
般
的
に
国
外

か
ら
人
為
的
に
持
ち
込
ま
れ
、
野
外
に
逸
出
し
野
生

化
し
た
種
。
各
地
で
在
来
種
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
日
本
野
鳥

の
会
福
岡
支
部

で
は
、
タ
カ
の
仲
間
、

ハ

チ
ク

マ
の
渡
り
の
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
九
月
二
十
二
日

（秋
分
の
日
）
に
本
島
の
展
望
台

に
て
、
毎
年
継
続
し

て
探
鳥
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
参
加
さ

れ
ま
せ
ん
か
。

▼
野
鳥
が
好
き
、
自
然
を
守
り
た

い
、
そ
ん
な
気
持
ち

が
日
本
野
鳥
の
会
を
さ
さ
え
て
い
ま
す
。

「お
試
し
入
会
」

問
合
せ
先

ぎ |

ユキホオジ回 磯 辺公園付近

調査風景  遊 歩道 にて

ク回サギ ジョウビタキ (オス)カワラ ヒワ

ホオジロオス (左)メ ス (右)ヒ ドリガモ ミユビシギとハマシギの群れ



能 古 博 物 館

イソヒヨ ドリ(オス)

平成 18年 6月 1日 (4)

タシギ ダイサギ (左)と ウミネコ(右) アオサギ

イソシギ

コサ メ ビタキ ノスリ

ハ チ クマ ハ イタカ ハ クセ キ レイ

ハシボソガラス ハヤブサ ヒバ リ

マガモの群れ ミサ ヨ ヤツガシラ

文責・写真/日 本野鳥の会福岡支部/能 古島鳥類調査班



平成 18年 6月 1日能 古 博 物 館 だ よ り(5)第 51号

廃
細
後
の
南
冥
の
も
と
を
し
き
り
に
訪
れ
た
文
人
、

学
者
の
な
か
に
、
雲
華
上
人
も
い
る
。

雲
華
は
豊
後
竹
田
の
出
身
で
、
田
能
村
竹
田
と
は

竹
馬
の
友
で
あ

っ
た
。
雲
華
の
釈
名
は
大
含
、
竹
田

村
の
満
徳
寺
の
住
職
木
弘
円
点
の
子
で
あ

っ
た
。
田

能
村
竹
田
の
母
の
り
か
は
、
こ
の
満
徳
寺
の
末
寺
憶

念
寺

の
出
で
あ

っ
た
の
で
、
二
人
は
法
外
の
親
友
と

な

っ
た
。
田
能
村
家
は
貧
し
い
と
は
い
え
、
藩
医
の

家
で
あ

っ
た
。

後
年
、
『竹
田
荘
師
友
画
録
』
で
田
能
村
竹
田
は
、

〈釈
大
含
〉
の

一
条
を
も
う
け
て
、
蘭
の
絵
の
名
手
と

し
て
、
当
時
に
き
こ
え
て
い
た
雲
華
上
人
の
こ
と
を

記
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

釈
大
含
は
雲
華
と
号
す
。
我
が
邑
の
人
な
り
。

豊
前
州
の
古
城
の
正
行
寺
に
住
む
。
前
住
の
上

人
は
学
徳
兼
備
、
声
名
顕
著
に
し
て

一
宗
の
宿

老
為
り
。
雲
華
は
其
の
法
嗣
と
為
り
、
学
問
英

通
、
勃
然
と
し
て
継
起
し
、
東
本
願
寺
に
擢
せ

ら
れ
て
講
師
に
任
嗣
し
、
命
ぜ
ら
れ
て
京
師
に

移
り
、
其
の
法
を
宣
流
す
。　
一
た
び
堂
に
上
る

毎

に
、
聴
徒
は
幾
千
を
以

て
計
う
。
然

る
に

人
為
風
流
に
し
て
濡
酒
を
作
為
す
。
平
生
茶
を

好
み
て
酒
を
好
ま
ず
。
初
め
古
城

に
居
り
て
、

歳
毎
に
茶
を
製
す
。
其
の
採
摘
焙
造
に
当
た
る

の
時
、
精
心
に
力
め
る
こ
と

一
連
数
日
、
眠
食

倶
に
廃
す
。
嘗
て
之
を
摺
紳
某
公
に
贈
る
。
公

は
之
を
喫
し
、
其

の
引
風
浮
光

の
態
を
愛
し
、

之
を
雲
華
と
名
づ
く
。
雲
華
悦
び
て
即
ち
取
り

て
号
と
為
す
。
又
蘭
を
愛
す
。
貯
う
る
所
数
十

盆
。
唐
舶
の
素
心
蘭
を
崎
鎮
に
載
装
す
と
聞
け

ば
、
人
を
差
わ
し
て
昇
ぎ
到
る
。
途
七
十
里
、

金
を
費
す
こ
と
若
干
、
晨
夕
対
抗
し
、
其
の
傍

に
起

臥

し

て
、
栽

培

潅

溌

し
、

四
時

調
停

す
。
悉
く
、
其
の
法
を
詰
ん
じ
、
其
の
性
に
通

ず
。
是
に
勝
て
筆
を
把
り
之
を
描
け
ば
、
心
は

蘭
と
化
し
、
之
を
筆
墨
に
現
せ
ば
、
凡
そ
晴
の

喜
び
、
雨
の
戚

い
、
風
の
融
り
、
露
の
妍
し
さ

は
、
備
さ
に
諸
を
態
に
尽
く
し
、
各
其
の
妙
に

詣
る
。
間
仰
臥
し
て
作
り
、
側
坐
し
て
作
る
こ

と
有
り
。
手
に
随

い
て
塗
沫
し
、　
一
た
び
揮
え

ば
数
十
紙
。
之
の
自
然
に
発
し
、
天
真
爛
漫
な

り
。
其
年
東
行
し
、
箱
根
山
中
に
抵
る
。
風
雨

連
日
、
関
下
に
信
宿
す
。
因

っ
て
湖
水
を
研
き
、

蘭
を
写
す

こ
と

一
巻
、
携
え

て
束
都

に
到
る
。

一
時
の
名
士
相
伝
え
て
欣
賞
す
。
長
歌
短
句
の

題
贈
は
紙
に
満
ち
、
略
虚
白
無
し
。
近
人
清
人

の
陳
逢

の
墨
蘭
譜
至
る
。
描
法
題
字
、
公
の
筆

と
絶
だ
相

い
肖
た
れ
ば
、
芸
園
は
伝
え
て
以
て

奇
と
な
せ
り
。
其
の
詩
に
至

っ
て
は
、
予
別
著

有
り
、
此
に
贅
せ
ず
。

こ
れ
は
、
風
流
人
が
風
流
人
を
描

い
て
い
る
だ
け

に
、
雲
華
上
人
の
風
流
に
生
き
る
酒
脱
な
風
貌
姿
勢

が
見
事
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
茶
を
好
み
、

蘭
を
愛
す
る
楽
し
み
は
、
中
国
近
世
の
風
流
な
士
君

子
の
資
格
の
う
ち
に
あ

っ
た
。
「素
心
蘭
」
が
長
崎
に

舶
載
さ
れ
て
き
た
と
き
く
や
、
そ
れ
を
取
り
寄
せ
、

そ
れ
と
起
臥
を
共
に
し
、
そ
の
生
成
の
呼
吸
を
と
ら

え
、
そ
の
性
を

つ
か
ん
で
、

つ
い
に
雲
華

の
心
が

「素
心
蘭
」
と

一
体
と
な

っ
た
結
果
、
自
然
に
蘭
を
描

く
名
手
と
な

っ
た
と
説
く
田
能
村
竹
回
は
、
雲
華
上

人
の
な
か
に
風
流
人
の

一
つ
の
典
型
を
発
見
し
て
い

た
。

ン
屋
橘
鰹
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ヽ
経
ン
ヽ
熙

・
　

　

繍

文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
、
京
摂
の
地
を
初
め
て
踏

ん
だ
田
能
村
竹
回
は
、
豊
前
中
津
藩

の
丸
岡
氏
に
宛

た
手
紙
の
な
か
で
も
、
貴
地
の
雲
華
上
人
は
芸
に
遊

ぶ
が
、
大
才
力

の
人
物
だ
と
ほ
め
ち
ぎ

っ
て
い
る
。

そ
の
三
年
ほ
ど
前
に
、
雲
華
は
そ
の
学
問
と
見
識
を

か
わ
れ
て
、
京
の
東
本
願
寺
の
学
頭
と
し
て
迎
え
ら

れ
て
い
た
。
雲
華
は
竹
田
と
は
三
歳
ち
が
い
の
兄
貴

分
で
あ

っ
た
が
、
風
流
の
道
で
も
竹
田
に
大
き
な
影

響
を
あ
た
え
た
。
二
人
の
交
誼
は
竹
回
の
死
ま
で
続

い
た
。
こ
の
二
人
の
共
通
の
友
人
が
頼
山
陽
で
あ
る
。 懸崖聞画
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雲
事
は
生
ま
れ
故
郷
の
豊
後
竹
田
か
ら
、
約
二
十

里
ほ
ど
離
れ
た
景
勝
の
地
耶
馬
渓
に
あ

っ
た
小
城
山

正
行
寺
の
法
嗣
に
こ
わ
れ
て
、
そ
こ
に
移
り
住
む
が
、

そ
の
寺
の
ち
か
く
を
な
が
れ
る
山
国
川
の
河
畔
に
は
、

奇
巌
怪
石
が
重
畳
と
し
て
つ
ら
な
り
、
自
然
の
絶
景

を
な
し
て
い
た
。
後
年
西
遊
の
途
次
、
雲
華

の
寺
に

立
寄

っ
た
頼
山
陽
は
、
そ
の
絶
景
に
感
動
し
て
、
そ

の
あ
た
り
を
中
国
風
に

「耶
馬
渓
」
と
称
し
、
有
名

な

「耶
馬
渓
山
水
長
巻
」
と
題
し
た
写
生
画
に
紀
行

文
を
添
え
て
、
雲
華
上
人
に
贈

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
、

は
じ
め
て
耶
馬
渓
の
名
を
え
た
こ
の
地
は
、
天
下
第

一
の
景
勝
地
と
し
て
世
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

雲
華
と
頼
山
陽
と
の
出
会

い
は
、
雲
華
が
文
化
五

年
京
都
に
赴
く
途
中
、
広
島
の
頼
家
を
訪
ね
て
、
彼

の
画
幅
に
、
山
陽
の
賛
を
も
と
め
た
時

に
始
ま
る
。

山
陽
が
備
前
の
神
辺
に
あ

っ
た
菅
茶
山
の
黄
葉
夕
陽

村
舎
を
去

っ
て
、
京
の
鴨
川
の
ほ
と
り
に
私
塾
を
開

い
た
の
が
、
文
化
八
年
の
早
春
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

京
都
本
願
寺
に
い
た
雲
華
と
親
し
く
交
わ
る
よ
う
に

な

っ
た
の
は
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
雲
華
は

回

い
ば
か
り
の
学
僧
で
は
な
く
、
京

の
妾
に

一
子
を

も
う
け
る
酒
脱
さ
が
あ
り
、
い
つ
も
山
陽
の
伸
間
か

ら

「風
流
の
棟
梁
」
と
仰
が
れ
て
い
た
。
蘭
の
絵
に

な
る
と
、
私
も
二

・
三
幅
持

っ
て
い
る
が
、
香
気
を

放

っ
て
実
に
好

い
。
蘭
を
描

い
て
は
、
お
そ
ら
く
当

時
こ
の
人
の
右
に
出
る
も
の
は
な
か

っ
た
ほ
ど
の
名

手
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時

の
仁
孝
天
皇
に
求
め

ら
れ
て
献
上
し
、
天
覧
に
供
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ

て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
雲
撃
が

亀
井
南
冥
を
は
じ
め
て

た
ず
ね
た
の
は
、
現
存

の
文
献
に
徴
す
か
ぎ
り

は
、
一早
和
二
年

（壬
成
）

の
と
き
で
あ

っ
た
。
と

き
に
、
南
冥
は
六
十
歳
、

雲
華
は
二
十
九
歳
で
あ

っ
た
。
南
冥
に
と

っ
て

廃
瓢
後
、
す
で
に
十
年

の
歳
月
が
な
が
れ
て
い
た
。
南
冥
の
自
筆
本
で
年
代

別
稿
の
な
か
の

「南
冥
壬
成
橋
」
に
、
「大
含
上
人
京

よ
り
帰
り
、
寄
せ
ら
る
る
に
次
韻
す
」
と
題
し
た

一

首
が
あ
る
。
大
含
上
人
と
は
も
と
よ
り
雲
華
の
こ
と

で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
文
化
元
年
に
編
ま
れ
た

「南

冥
癸
亥
稿
」
を
み
る
と
、
雲
華
に
関
連
し
て
三
首
の

詩
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の

一
首
は
、
除
弘

が
描

い
た
蘭
の
画
を
雲
華
が
た
ず
さ
え
て
き
て
、
そ

れ
に
南
冥
の
画
賛
を
も
と
め
た
も
の
で
あ

っ
た
。
別

の

一
首
は
、
「文
章
忠
義
、
老
研
磨
。
束
披
」
と
い
う

九
字
を
離
り

つ
け
た
古
色
蒼
然
た
る
面
振
り
の
瓦
研

を
雲
率
が
持
参
し
て
、
南
冥
に
み
せ
た
と
こ
ろ
、
南

冥
が
そ
の
瓦
研
に
い
た
く
感
動
し
て
、
た
ち
ま
ち

一

首
の
漢
詩
を
作
り
、
そ
れ
を
雲
華
に
贈

っ
た
も
の
で

あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
蘭
の
絵
と
い
い
、
瓦
研
と

い

い
、
風
流
の
具
が
介
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
い
か

に
も
近
世
の
文
人
ら
し
い
交
わ
り
で
あ

っ
た
。

田
能
村
竹
田
が
は
じ
め
て
亀
井
南
冥
を
博
多

の

百
道
林
の
寓
居
に
お
と
ず
れ
た
の
は
、
文
化
二
年
の

春

一
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
竹
田
は
そ
の
四
月
に
は

京
摂
の
地

へ
遊
学
の
途
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
年
の
始

め
に
長
崎
に
向
か
う
途
中
に
南
冥
を
訪
ね
た
の
で
あ

っ
た
。
田
能
村
竹
田
に
南
冥

へ
の
紹
介
の
労
を
と

っ

た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
雲
華
上
人
で
あ

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
す
で
に
三
年
前
に
雲
華
は
南
冥
と
知
り
合

い
、
知
己
の
情
を
し
だ

い
に
深
め
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
竹
田
は
そ
の
時
の
南
冥
の
印
象
を
、
『竹
田
荘
師

友
画
録
』
の
な
か
に
克
明
に
描
き
と

っ
て
い
る
。
六

十
三
歳
の
南
冥
の
眼
光
は
畑
々
と
し
て
光
り
、
人
を

照
ら
す
も
の
が
あ

っ
て
、
そ
れ
か
ら
数
十
年
を
経
て

も
な
お
竹
回
の
眼
底
か
ら
そ
の
と
き
の
南
冥
の
印
象

耶馬渓

雲妻上人肖像画
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は
消
え
去
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
歳
の

「南
冥
甲
子
稿
」
に
も
、
雲
華
上
人
に

あ
て
た
漠
詩
三
首
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
ほ

ど
紹
介
し
た
田
能
村
竹
回
が
京
摂
の
地
か
ら
、
こ
の

歳
に
中
津
の
丸
岡
某
氏
に
送

っ
た
手
紙
の
様
子
で
も

わ
か
る
よ
う
に
、
三
年
ま
え
京
都
か
ら
暇
を
も
ら

っ

て
、
耶
馬
渓
の
正
行
寺
に
帰

っ
て
い
た
雲
率
は
暫
時

そ
こ
に
腰
を
落
着
け
て
い
た
。
こ
の
歳
も
竹
田
の
後

を
追
う
よ
う
に
し
て
、
雲
華
上
人
の
南
冥
詣
で
は
つ

づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
南
冥

へ
の
傾
倒
が
ふ
か
ま

る
に
つ
れ
て
、
三
十
歳
の
年
の
へ
だ
た
り
と
は
関
係

な
く
、
二
人
の
交
誼
も
し
だ
い
に
こ
ま
や
か
さ
を
増

し
て
い
っ
た
。
「南
冥
甲
子
稿
」
に

「大
含
上
人
の
改

山
に
還
る
二
首
」
と
題
し
て
、
南
冥
が
雲
華
に
贈

っ

た
送
別
詩
が
あ
る
。
其

の
第

一
首
を
こ
こ
に
あ
げ
て

み
よ
う
。

自
君
求
我
後
　
君
の
我
を
求
め
し
よ
り
後

錦
字
積
成
堆
　
錦
字
　
積
り
て
堆
を
成
す

剖
目
僅
三
日
　
剖
目
　
僅
か
に
三
日
に
し
て

驚
人
賓
幾
回
　
人
を
驚
か
す
こ
と
実
に
幾
回
ぞ

雄
鳴
雲
表
鶴
　
雄
鳴
す
雲
表
の
鶴

奇
艶
雪
鉢
梅
　
奇
艶
な
り
雪
餘
の
梅

帳
此
春
重
夕
　
帳
む
ら
く
は
此
の
春
台
の
夕

離
懐
不
易
裁
　
離
懐
の
裁
ち
易
す
か
ら
ざ
る
こ
と
を

脱
俗

の
風
味
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
さ
え
た
、
あ
で

や
か
な
香
り
で
雲
華
は
身
を

つ
つ
ん
で
い
た
。
南
冥

は
そ
の
よ
う
な
上
人

の
人
柄

に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

「雲
表

の
鶴
」

軍
ヨ
餘

の
梅
」
と

い
う
表
現
の
中
に
、

そ
の
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

し
か
も
南
冥
は
雲
華
上
人
と
会
う
た
び
ご
と
に
、

そ
の
洗
練
さ
れ
た
酒
脱
な
感
性
と
興
味
に
剖
目
し
た
。

年
少
と
は
い
え
、
雲
率
は
南
冥
に
と

っ
て
、
自
分
の

文
学
創
造
を
刺
激
す
る
恰
好
な
友
人
と
な

っ
て
い
た
。

そ
の
第
二
首
の
漢
詩
を
み
る
と
、
「春
寒
く
し
て
人
疾

み
易
し
。
海
駅
に
風
霜
を
慎
し
め
。
」
と
結
ん
で
、
春

浅
く
し
て
肌
寒

い
季
節
の
旅
路
が
無
事
で
あ
る
こ
と

を
祈

っ
て
、
南
冥
は
雲
華
に
こ
ま
や
か
な
気
配
り
を

み
せ
て
い
る
。

そ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
雲
華
は
筑
前
黒
田

藩
の
領
内
か
ら
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
南
冥
に
、
景

勝
の
地
耶
馬
渓
に
あ
る
正
行
寺
の
僧
院
の
境
界
と
そ

の
風
物
の
様
子
を

い
ち

い
ち
こ
ま
か
に
語

っ
て
き
か

せ
、
そ
の
寺
の
二
十
境
の
景
物
を
漢
詩
に
詠
み
こ
ん

で
も
ら
い
た
い
と
頼
ん

で
い
る
。
そ
れ
で
で
き

あ
が

っ
た

の
が
、

「題

を
北
豊
小
城
山
寺
の
二

十
境
に
寄
せ
、
大
含
上

人
の
需
に
応
ず
」
と
題

し
た
二
十
首
の
五
言
絶

句
で
あ
る
。
そ
の
な
か

の

「木
犀
」

一
首
は
こ

う
で
あ
る
。

不
見
木
犀
花
　
見
ず
や
木
犀
の
花

清
香
月
中
落
　
清
否
　
月
中
に
落

つ

如
非
玉
兎
丹
　
如
し
玉
兎
の
丹
に
あ
ら
ざ
れ
ば

定
是
婦
蛾
薬
　
定
め
て
是
れ
嫌
蛾
の
薬
な
ら
ん

玉
兎
、
婦
蛾

の
仙
薬

の
故
事
を
、
月

の
光

の
な
か

で
妖
し
く
清
ら
か
な
香
り
を
放

つ
木
犀

の
花

に
懸
け

る
と

こ
ろ
が
妙

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
木
犀
は
正
行
寺

の

一
景
物
で
あ
る
。
雲
華
は
喜
ん
だ
に
ち
が
い
な

い
。

そ
の
後
も
二
人

の
交
誼
は
親
密
度
を
ま
し
て
つ
づ

い
た
。
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
、
六
十
六
歳

の

「南

冥
成
辰
稿
」
に
、

喜
本華

の
寄
せ
ら
る
る
に
謝
し
て
和

す
二
首
」
が
あ
り
、
そ
の
翌
年

の
文
化
六
年
、
六
十

七
歳
の

「南
冥
己
巳
稿
」

に
、

「甘
本
よ
り
還
り
て
雲

華
上
人
を
懐
う
有
り
」

の

一
首
、

喜
本華
含
公
の
崎
鎮

に
遊
ぶ
を
送
る
」

一
首
を
と
ど
め
て
い
る
。
南
冥
が

非
業

の
死
を
と
げ
る
四
年
ま
え

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

崎
鎮
は
長
崎
、
そ
こ
へ
ゆ
く
途
次

に
雲
華
は
南
冥
を

お
と
ず
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
二
人

の
最
期

の
会

面
で
あ

っ
た
。
※
次
号
は

「南
冥
と
田
能
村
竹
田
」
で
す
。

耶
馬
渓
　
「ふ
る
さ
と
文
化
遺
産
郷
土
資
料
事
典
」
か
ら

側
ワ
ー
ク
ス
編
集
　
働
ゼ
ン
リ
ン
発
行

雲
華
上
人
肖
像
画
　
城
慶
山

正
行
寺

蔵

古
城

正
行
寺
員
景

「雲
華
上
人
遺
稿
」
か
ら

赤
松
率
陰
著
　
雲
華
上
人
遺
稿
発
行
所

筑
前
亀
門
烈
伝

最
終
章

「金
印
怪
異
伝
」

劇
団
シ
ョ
ー
マ
ン
シ
ツ
プ
に
よ
り
、
毎
年
甘
巣
館
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

劇
場
に
て
上
演
さ
れ
て
い
る

「筑
前
亀
門
烈
伝
」
シ
リ
ー
ズ
が

今
回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
再
び
亀
井
南
冥
が
主
役
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

古城 正行寺員景



能 古 博 物 館 だ よ り r成 18年 6月 1日 (8)(8)第 51号

【法
人
協
賛
会
員
】

（敬
称
略
　
順
不
同
）

個
笠
松
会
有
吉
病
院

０
ウ
エ
ダ
建
築
社

九
州
防
災
工
業
伸

０
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス

０
豊
友
設
備

総
合
産
業
０

ｍ
エ
ッ
コ
ク

・
ト
ラ
ス
ト

伸
メ
イ
デ
ン

ダ
イ
ア
ド
仰

伸
ホ
ス
ピ
カ

ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

口
大
乗
会
福
岡
原
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
病
院

口
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

仰
ニ
チ
ロ
九
州
支
社

宗
教
法
人
善
隣
教

仰
リ
コ
ー
商
会

い
橋
本
組

下
山
工
業
帥

学
校
法
人
原
学
国

働
唐
人
町
プ
ラ
ザ
甘
菓
館

大
和
産
業
ｍ
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人

福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

大
成
印
刷
ｍ

い
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

い
岩
室
商
会

特
別
責
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ご
み
の
里

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
伸

佛
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

０
ト
ー
タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
福
多
々
良
福
祉
会

【協
賛
会
会
員
】

松
本

盛
二
③

南

誠
次
郎
⑥

中
山

重
夫
①

菅

　

直
登
⑥

早
船

正
夫
⑥

笠
井

徳
三
②

安
陪

光
正
⑤

亀
井

准
輔
⑥

石
橋

観

一
②

木
原

敬
吉
⑥

坂
田

幸
代
①

原
田

国
雄
②

森
光

英
子
③

示
井

　

功
②

結
方

益
男
②

山
本

　

稔
③

田
中

貞
輝
③

武
内

隆
恭
②

白
水

義
晴
③

石
野
智
恵
子
○

翠
川

文
子
①

多
々
羅
節
子
⑥

熊
谷

吉雪
二
⑥

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
②

西
喜

代
松
⑥

片
桐

寛
子
〇

西
村

俊
隆
⑥

明
石

散
人
⑥

矢
部

俊
幸
③

上
原

孝
正
③

早
船

菖
至

③

西
方

俊
司
⑥

亀
井

千
秋
③

土
生

僧
子
①

藤
井

鉄
夫
①

添
島

律
子
①

瀬
戸
美
都
子
①

【友

の
会
会
員
】

伊
藤

　

茂
①

水
田

和
夫
⑥

木
戸

龍

一
①

岡
部
六
弥
太
⑤

星
野
万
里
子
⑥

吉
村

市ヨ
江
⑥

安
松

勇

一
①

上
回

良

一
②

高
田

吐
空

一◎

桑
野

次
男
⑥

藤
木

充
子
②

和
国

宏
子
○

行
成

静
子
②

片
岡

洋

一
⑤

石
川

文
之
⑥

都
筑

久
馬
②

横
山

習

一
③

古
賀

こ狙
子
⑩

宮
崎

　

集
②

西

　

政
憲
の
）

岡
本

金
蔵
②

三
宅

詢石
子
○

星
野

金
子
②

林

十
九
楼
⑥

目

　

徹
男
⑥

安
永

友
儀
◎

織
田
喜
代
治
⑥

上
田

　

博
①

鶴
田
ス
ミ
子
②

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
岡

秀
賓
④

原
田

種
美
⑤

奥
田

　

稔
②

石
橋

連拒
助
○

井
上

敏
枝
⑤

隈
丸

注相
次
②

吉
冨
と
き
代
⑤

大
山

宇

一
⑥

葉
山

政
志
①

川
島

貞
雄
②

〕序
　

洋
子
○

久
芳

正
隆
◎

半
田

耕
典
⑥

武
藤

瑞
こ
④

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
岡
喜
代
太
②

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

山
田

博
子
①

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
⑥

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
⑩

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
朗
②

増
田

義
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
◎

土
井

千
草
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
⑩

松
井

俊
規
⑥

衛
藤

博
史
③

伊
藤

泰
輔
⑥

西
村

連
頭
⑥

執
行

敏
彦
④

渡
辺
千
代
子
②

後
藤

和
子
②

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑤

中
村
ひ
ろ
え
◎

古
賀

謹

二
②

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
◎

櫛
田

正
巳
◎

青
木
良
之
助
◎

神
崎
憲
五
郎
②

金
子

柳
水
◎

佐
野

　

至
⑥

井
手

親
来
⑩

宮
崎

香
夫
⑩

鬼
丸

珀石
山
②

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
⑥

吉
瀬

「不
雄
⑤

古
資

義
朗
○

西
山

正
昭
◎

市
丸
喜

一
郎
①

豊
島

一暑
穏
②

守
瀬

孝

二
①

鋤
田

祥
子
⑥

甲
本

達
也
⑥

日
本

政
宏
⑥

漬
北

折
自
郎
①

大
塚

博
久
②

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

清
③

杉
浦

五
郎
②

中
野

日如
子
①

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
①

住
本

　

帝苺
⑤

前
田
敏
也
子
⑤

村
山

士
口
辰
②

住
本

直
之
⑤

間
所
ひ
さ
子
⑤

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
幸
③

井
上

輛日
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
磋
雄
①

白
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
台
子
①

原

　

康

二
①

原

　

牧
子
①

杉

み
ど
り
⑥

原

　

祐

一
①

山
下

こ月
久
②

杉
原

正
毅
⑥

大
久
保

昇
②

党

　

隆
雄
⑥

福
澤

日日
弘
②

小
嶋

幸
雄
②

福
本

孝
行
②

樋
回

陽

一
②

片
桐

遣督

一②

木
下

　

勤
◎

酒
井
カ
ツ
ヨ
⑥

島

　

義
博
⑥

田
上

紀
子
③

中
畑

孝
信
③

西
島

道
子
⑤

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
③

篇
村

　

魁
⑥

木
原

光
男
⑥

鈴
木
恵
津
子
⑥

冨
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
②

松
本
雄

一
郎
○

石
橋

善
弘
②

徳
重

　

認
①

岩
測

謙
治
①

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
②

西
嶋

克
司
◎

樺
島

政
信
③

上
杉

和
稔
①

富
田

英
寿
⑥

野
上

折
自
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
②

藤
田
　
一
枝
⑥

松
尾

注拒
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
⑥

吉
安

蓉
子
⑤

村
上

　

牧
⑥

小
谷

修

一
⑥

阿
部

日日
弘
⑤

結
城

　

進
③

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
郎
②

藤
吉
マ
ツ
ヱ
⑤

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
朗
③

香
立
ス
ミ
ヱ
①

藤
瀬
三
枝
子
⑥

野
見
山

実
④

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
口

智
子
⑥

山
本

信
行
①

銀
座
玄
和
堂
診
療
所
∩
）

井
上

陽

一
⑤

寿
美

電
気
⑤

矢
野

鈴
子
⑤

藤
崎

和
子
⑤

宮
崎

正
直
②

原
田

雄
平
④

山
本

　

勲
③

高
根

　

一義
③

高
恨

幸
子
③

柴
田

優
美
②

谷
回

澄
江
②

横
田

武
子
①

石
橋

順
子
④

西
原

正
俊
②

松
熊

友
彦
③

小
川

　

誠
③

木
皿

敦
代
③

矢
野

義
憲
①

丸
山

敏
子
②

江
崎
小
二
郎
②

佐
藤

洋
子
①

稲
永
カ
ヲ
ル
①

的
野

　

彰
①

高
田
久
美
子
①

蒜
山

純
子
①

小
山

保
彦
①

小
山

勝
子
①

側
嶋
員
智
子
①

筑
紫

研
子
①

真
原

俊

一
①

小
山

一目
夫
①

江
原

幸
雄
①

中
山

隆
史
①

小
川

道
博
①

瀬
野

雄
市
②

有
吉
キ
ヌ
子
①

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
満
寺

個
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
い

い
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル

リ
ー
ス

い
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

ｍ
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
報
信
孝

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
田
正
義

日
清
医
療
食
品
い

福
岡
支
店

ｍ
福
岡
経
営

管
理
セ
ン
タ
ー

佛
サ
ン
コ
ー

に
恵
光
会
原
病
院

伸
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

和
白
支
店

伸
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

千
代
町
支
店

佛
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

香
椎
支
店

鋪
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

土
井
支
店

い
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店

い
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

新
宮
支
店

船
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

箱
崎
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

久
山
支
店

０
サ
ン
ネ
ツ
ト

伸
福
砂
屋

御
寄
付
者
芳
名

稲

澤

智

多

夫

　

様

覗共
　

　

雄
　
　
　
一　
　
様

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

※
新
規
の
御
加
入
（先
号
以
後
、
平
成
１８
年
６

月
１
日
現
在
）
を
、
記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
消裾
残

協
賛
会

（個
人
）年
間
１
万
円
（何
口
で
も
可
）

〃
　

⌒法
人
）年
間
３
万
円
（何
口
で
も
可
）

友
の
会
年
間
３
千
円
（何
口
で
も
可
）

（館
の
活
動
、
館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔軸鋼餓唯嫌釧理森
施設整備等の〕

納
入
方
法
＝
郵
便
張
替
①
ｌ
７
３
０
‐９
‐６
０
９
７
①

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、
そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、
以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

・能古博物館ご案内・

開 館  9:30～ 17:∞ (入館 16:30ま で)

休館日 12月 1日 ～2月末日の冬季のみ休館

入館料 大 人400円 。高校生以下無料

交 通  姪 浜 能 古行渡船場→フェリー(10分)
→能古 (徒歩10分)→ 博物館

〒819側 12 福 岡市西区能古522-2

a(092)883-2887

FAX(092)883-2881

ホームページ htpi//_vinokonettcom/rnuseum

メールアドレス muSeum@nokonet com

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社


